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今月の表紙

・かみかわ「飲まさる酒」の会
・豊穣祈願祭を開催（青年部）
・螺湾小学校田植え体験

他



愛別町産酒米で仕込まれたお酒も高評…

かみかわ｢飲まさる酒｣の会　応援イベント
6/20

上川地区

地域の農場巡回視察と家族参加で豊穣祈願祭…

豊穣祈願祭を開催
6/11

ＪＡ青年部

　

上
川
大
雪
酒
造「
緑
丘
蔵
」

創
業
２
周
年
応
援
イ
ベ
ン
ト

が
、
か
み
か
わ
「
飲
ま
さ
る

酒
」
の
会
「
鎌
田
康
雄
実
行

委
員
長
」
主
催
で
か
み
ん
ぐ

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
、
札
幌
国
税
局
新
酒

鑑
評
会
「
純
米
の
部
」
に
て

金
賞
を
受
賞
し
た
緑
丘
蔵
の

お
酒
「
神
川
」。
主
催
者
か

ら
は
町
民
の
盛
り
上
が
り
を

強
く
感
じ
、
今
後
の
更
な
る

期
待
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

杜
氏
で
あ
る
川
端
慎
治
氏

の
鏡
開
き
の
発
声
後
、
当
日

集
ま
っ
た
約
２
０
０
名
は
緑

丘
蔵
と
縁
の
あ
る
方
々
と
共

に
「
神
川
」
を
堪
能
し
、
地

元
食
材
の
料
理
や
何
種
類
も

の
吟
醸
酒
飲
み
比
べ
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。

　

地
元
愛
別
町
産
酒
米
で
仕

込
ま
れ
た
純
米
大
吟
醸
も
好

評
で
、
今
後
の
酒
米
生
産
が

益
々
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
上
川
中
央
青
年
部
（
佐

藤
直
哉
部
長
）が
主
催
す
る「
愛

別
・
上
川
農
場
巡
回
」
と
「
豊

穣
祈
願
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
農

場
巡
回
は
、
愛
別
と
上
川
の
青

年
部
員
が
よ
り
深
く
お
互
い
を

知
り
合
い
、
農
業
知
識
向
上
を

目
的
と
し
た
事
業
と
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、
愛
別

地
区
は
「
合
同
会
社
Ａ
の
ー
」・

「
株
式
会
社　

愛
」
の
工
場
見

学
、
上
川
地
区
は
「
阪
本
牧

場
」、「
辰
巳
農
場
」
施
設
等
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
見
学
先
で
説
明
を
受
け

部
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
内
容

を
聞
き
、
大
変
有
意
義
な
視
察

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
、大
上
川
神
社（
上

川
町
）
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
上
川
中

央
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

合
同
で
の
豊
穣
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
、
青

年
部
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員

が
参
列
し
、
各
関
係
者
と
共
に

今
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
玉

串
奉
奠
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

豊
穣
祈
願
後
の
懇
親
会
で

は
、
部
員
の
ご
家
族
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
疲
れ
も

子
供
達
の
笑
顔
や
声
に
癒
や
さ

れ
終
始
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

2019.7 2



まっすぐ苗を植えてきれいな田んぼを作りましょう…

螺湾小学校生徒が田植え体験
5/30

愛別地区

　

足
寄
町
立
螺
湾
小
学

校
（
牧
伊
津
子
校
長
・

児
童
12
人
）
で
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
畜

産
・
畑
作
が
中
心
で
水

田
が
な
い
螺
湾
地
区
の

子
供
た
ち
に
『
田
植
え

を
体
験
さ
せ
た
い
…
』

と
考
え
た
保
護
者
が
、

愛
別
町
の
飼
料
用
米
を

利
用
し
て
お
り
、
大
村

正
利
さ
ん
（
愛
山
地
区
）

に
相
談
し
た
の
が
縁

で
、
今
年
で
６
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
村
さ
ん

か
ら
「
今
年
は
天
候
が

良
い
の
で
、
苗
も
順
調

に
育
ち
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
に
し
っ
か
り
稲
を
つ

け
て
、
頑
張
っ
て
植
え

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

し
、
低
学
年
の
子
供
た

ち
は
大
村
さ
ん
か
ら
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
あ
ま
り
良
く

な
い
気
象
だ
っ
た
だ
け

に
、
今
年
は
よ
り
良
い

天
気
に
恵
ま
れ
る
こ
と

を
祈
り
た
い
で
す
ね
。

仲間の笑顔が地域の元気…

きのこ交流会ゴルフコンペを開催
6/4

きのこ振興会

　

旭
川
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
27
回
あ
い
べ

つ
き
の
こ
交
流
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
、
き

の
こ
生
産
者
や
関
係
取
引

先
、
関
係
団
体
と
応
援
隊

な
ど
58
名
と
沢
山
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

　

昼
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
夕
方
に

は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
懇

親
会
も
場
所
を
移
し
て
行

わ
れ
、
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
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こ
の
一
〇
年
間
、規
制
緩
和
・

自
由
貿
易
を
推
進
す
れ
ば
、

「
対
等
な
競
争
条
件
」
で
経

済
利
益
が
増
大
す
る
と
の
名
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第24回
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JAで年金を
受給しませんか！

発行及びお取扱いの概要について

2019.79
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すろーライフ 2章

　消化器内科を受診した時の話しである。待合室患者の中の二人連れが
気になり出した。短く刈り込んだ髪型の老婦人はソファーに静かに座
り、ただ口元だけを短い間隔で震わせていた。何らかの病の後遺症が
残っているのか、それは遠くから離れて見ている私には知る由も無かっ
た。気になり出したのは老婦人の唇の振るえだけでは無く、その隣に座
る介護の女性の姿だった。老婦人にひとこと話しかけるでもなく、タブ
レットの画面に釘付けである。他にも似たような関係で病院などを訪れ
る連れの姿は多いが、何やかやと会話があるものである。長い時間無言
の様子は異常に写った。相手を慮る言葉のひとつふたつが介護人にあってもおかしくないと思った処で
あった。こんな気持ちになったのは、先日見た「目撃にっぽん　それでも、生きていく～見過ごされて
きた山間の水俣病」このドキュメントのシーンと重なったのかも知れない。
　１９５０年代熊本県水俣市では原因不明の病気が発生した。医師団の懸命の調査研究が病の原因であ
る化学物質を突き止めた。
　ここまでも多くの時間を費やした。ようやくビニール製造に必要なメチル水銀によるものだと特定さ
れた。原因が分かったのは地元企業のチッソがアセトアルデヒドを作り始めて３６年後のことであった。
メチル水銀はアセチレンと水からアセトアルデヒドが作られる際、副作用によって生成された。それが
廃液として水俣湾の海に排出され続けた。
　手足の振るえや痙攣や歩行不能の障害者の事例が次々とマスコミに紹介された。水俣湾で育った魚介
類を食しての連鎖だった。国はその事実を認め患者救済への扉を開けた。
　このような時代背景の中で現在９０歳にも手が届くひとりの老婦人の歴史が語られた。鹿児島県の小
さな山間の集落で、夫婦ふたりで商店を営んでいた。熊本県とは県境の小さな店だった。３人の子供も
授かった。しかし程なく彼女は、手足の振るえや麻痺や体の変調を覚えた。町の医院で診察を重ねても
原因は分からなかった。病名は奇病で片付けられた。的確な治療などは望めなかった。
　彼女は子供達がこの家を巣立ち、ひとり前になるまで自分の病のことを封印した。その昔若い夫婦は
行商人が届けてくれる、水俣湾で採れた魚箱の魚介類を店先に並べ商売をした。小さな集落の皆がお客
だった。当然集落の他の住民も自分と同じ魚介類を口にした。
　奇病と診断した地元医師からの連絡を受けた、水俣市側の医師団が集落近くで再診を開始するのにも
長い時間を要した。結果集落の彼女達にも同じように水俣病の診断結果が出た。医師団も集落での噂噺
や誇張を恐れての遅い判断だった。水俣病との認定を受けても救済の道は険しかった。
　水俣市と鹿児島県の小さな集落を結び付ける証拠・商売で交わす仕入れ伝票等を４０年の時間が流れ
た今要求された。「あうん」の呼吸で商売が成り立っていた時代である。水俣市内のガソリン給油領収書
を保管保存していた集落の夫婦だけが救済された。
　授かった子供達が巣立つまで沈黙を貫いた老婦人は、不自由な体と付き合いながら大家族を築いた。
彼女はその中心に構え、水俣病の歴史に埋もれまいと今日も必死に生きる。
　この衝撃のドキュメントの残像が待合室まで続いていたのだろう。

子供達がこの家を巣立つまで自分の病のことを封印～水俣病
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第
４
回
定
例
理
事
会

購 買 部
棚卸休業のお知らせ

　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ア マ ガ エ ル

先
月
号
の
答
え

（令和元年5月30日現在）

正組合員戸数	 344 戸

総組合員数	 2,365名

　正組合員数	 534名

　　うち団体数	 35団体

　准組合員数	 1,831 名

　　うち団体数	 63団体

4
日　

第
27
回
き
の
こ
交
流
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

	

米
出
荷
契
約
受
付（
～
5
日
）

5
日　

第
1
四
半
期
監
事
監
査（
～
7
日
）

	

長
期
共
済
推
進
総
決
起
大
会

7
日　

刈
払
機・ミ
ス
ト
機
等
展
示
会（
愛
別
）

8
日　

刈
払
機・ミ
ス
ト
機
等
展
示
会（
上
川
）

11
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部
豊
穣
祈
願
祭

	

Ｊ
Ａ
青
年
部
農
場
巡
回

12
日　

愛
別
町
青
色
申
告
会
役
員
会

13
日　

愛
別
町
畜
産
振
興
基
金
運
営
協
議
会

17
日　

第
11
回
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
組
合
長
杯
争
奪

	

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
層
雲
峡
）

17
日　

Ｊ
Ａ
青
年
部
役
員
会

19
日　

米
麦
生
産
振
興
協
議
会
第
3
回
役
員
会

20
日　

か
み
か
わ｢

飲
ま
さ
る
酒｣

の
会

21
日　

水
稲
青
空
教
室（
愛
別
地
区
）

	

上
川
管
内
農
協
合
同
農
機・自
動
車

	

フェス
タ（
永
山
～
22
日
）

22
日　

愛
別
保
全
の
会
稚
魚
放
流

24
日　

第
5
回
定
例
理
事
会

６
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
元
年
５
月
30
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

６
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

総
務
金
融
専
門
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

総
務
金
融
専
門
委
員
会
の
開
催
内
容
を
報
告
し

た
。

　
■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
譲
渡
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

３　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

本
所
の
米
仮
置
き
場
屋
根
シ
ー
ト
の
取
得
な
ど
、

４
件
の
取
得
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

酪
農
畜
産
草
地
更
新
事
業
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
草
地
更
新
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

５　

臨
時
給
与
の
支
給
基
準
に
つ
い
て

　
　

支
給
基
準
に
つ
い
て
、
承
認
さ
れ
た
。

ア

グ リ
ー

ン

組合員のうごき

2019.711

令和元年 7月 31日（水）
　　○愛別・上川資材店舗
　　○農機具修理施設
棚卸の為お休みとさせて頂きます。
ご不便をお掛け致しますがご理解よろ
しくお願いします。
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今月の
　　オススメ


